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紀伊半島におけるニホンザル苦味感覚の進化 

―野菜や柑橘類の苦味をわからないサルが急速に拡散した－ 

 

１．背景 

苦味感覚は本来、植物などがもつ毒物に対する防御機構として動物の味覚に備わっています。しかし、

ヒトの例でもあるように、柑橘類に含まれる苦味物質や、アブラナ科野菜に含まれる苦味物質に類似し

た PTC（フェニルチオカルバミド）に対しては、苦味を感じる個体と感じない個体がいることが、様々な

霊長類でわかってきました（文献１）。私たちは 5年前に、ニホンザルでも PTC に対する苦味を感じない

個体がいることを発見しました。PTC の苦味を受容する TAS2R38 遺伝子に変異があることを手がかりとし

た結果です（文献２）。 

 

２．研究手法・成果 

今回の論文では（１）この変異遺伝子は機能的なタンパク質をつくらないこと（２）この変異遺伝子

を持つ個体は PTC に対する苦味感覚が減弱していることを確かめました。さらに、日本の 17 地域約 600

個体の DNA を用いた分子進化的解析により、（３）この変異遺伝子は紀伊半島西部の群れに限局してい

ること（４）この地域では変異遺伝子が約 30％の頻度をもつが、この現象は偶然には起こりえない、つ

まり適応的に変異遺伝子が広まったこと、（５）変異遺伝子は 1 万 3 千年前以降に出現し、急速にこの地

域に広がったことを示しました。すなわち、何らかの要因により紀伊半島南西部で苦味感覚が他とは異

なるニホンザルが進化したことになります。紀伊半島には約 3 千年前から橘などの柑橘類が自生してい

た歴史があり、また、しばしば津波等の環境変化も起こってきたので、こうした環境要因が特殊な感覚

の進化（PTC 類似物質の苦味に対しては退化）の原因となったのかもしれません。 

 

３．波及効果 

「苦味感覚の退化がもたらす遺伝子の進化」という一見逆説的な現象が証明されたのははじめてであ

り、今後のヒトを含む様々な動物の味覚進化と動物そのものの進化の関係に一石を投じる結果であると

考えられます。 

 

４．今後の予定 

このような不思議な進化の原因となる環境要因は特定できていませんので、その特定を目指します。

また、他の動物でもこのような例がないか、国内外で探索することを計画しています。 

 

 

 

（図の説明） 

図１： TAS2R38 遺伝子型の違いと PTC 苦味溶液に対する反応 
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ニホンザルに、PTC 苦味溶液と水の 2 本のボトルを用いて給水し、PTC 苦味の感受性を測定しました。

非感受性型の遺伝子をもつニホンザルは、感受性型の個体に対して、約 80 倍も感受性が低下していまし

た。 

 

図２：他集団との遺伝子型の共有割合 

 

変異遺伝子が見つかった紀伊集団では、非遺伝子領域ではほとんどの遺伝子型を他の集団と共有してい

たのに対して、TAS2R38 の変異型のみ紀伊集団だけで特異的に広がっていました。 
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